
※Q1〜Q6は省略

八代市

食品ロスに関するアンケート調査

集計結果比較（R3～R7）

令和８年２月



Q7.あなたの主な食事スタイルを教えてください（夕食について）

 例年、回答者の80％以上と多くの方が家庭で調理したものを食べる傾向にあることが分かる。
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1.家庭で調理したものが多い

2.惣菜、弁当、レトルト食品などの調理済み食品の利用
が多い

3.外食が多い

4.夕食はほとんど食べない

5.未回答

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 R3年度



 「言葉も意味も知らない」の回答が今年度は0ではなく、さらに、「言葉も意味も知っている」の
回答の割合がＲ6年度よりも3.2％減少した。100％の人が「言葉も意味も知っている」状態を目指
し、広報を工夫していく必要がある。

Q8.あなたは「食品ロス」という言葉とその意味を知っていますか。
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1.言葉も意味も知っている

2.言葉は知っているが意味は知らない

3.言葉も意味も知らない
（このアンケートで知った）

4.未回答

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 R3年度



Q9.「言葉も意味も知っている」又は「言葉は知っているが意味は知らな
い」と回答した方にお聞きします。あなたは食品ロスに関する情報をどこか
ら得ましたか（複数回答可）

 テレビやインターネットの影響力の高さを再確認することができた。
 一方で、市町村の広報誌で情報を得た回答者の割合が昨年度よりも5.6％減少していることや、
例年割合が増えていない結果を見ると、今後の広報の強化・改善（目に留まるような紙面の作成、
様々な媒体の活用）を行う必要があることがわかった。
 また、講演会や講習会で情報を得た回答者は2.8％（R7年度）と最も少なく、出前講座等も積極
的に活用してもらえるようにすることができれば、より多くの人が食品ロスについて知ることがで
きるのではないかと考えられる。
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1.テレビ

2.新聞

3.インターネット

4.雑誌

5.家族・知人など

6.ラジオ

7.市町村の広報誌

8.県の広報誌

9.講演会・講習会

10.その他

11.未回答

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 R3年度



Q10.あなたの家庭から「食品ロス」はどれくらいの頻度で出ますか。

 例年、おおむね同じ回答傾向にあることが分かる。「ほとんど出ない、又は全く出ない」と回答
した人の意見を見ると、堆肥として活用したり、知り合いに余ったものを分けるなどして対応して
いる方が多く見られた。
 わずかな差ではあるが、「ほとんど出ない、又は全く出ない」と回答した人の割合は今年度が最
も高く、R6年度より3.4％上昇した。市が助成している生ごみ堆肥化容器等設置助成金制度につい
て、毎年多くの申請が寄せられるため、その結果も影響しているのではないかと考えられる。
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1.頻繁に出る
（ほぼ毎週）

2.たまに出る
（⽉に１〜２回）

3.ほとんど出ない、
又は全く出ない

4.未回答

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 R3年度



 「何かしら発生している」と回答した人の割合はR4年度から継続的に減少していることがわかっ
た。最も数値の高いR4年度（84.7％）と比較すると、7.9％減少している。回答者のみの状況を考
えると、少しずつではあるが食品ロスの発生量は改善していることが分かる。

Q11.あなたのご家庭ではどのような「食品ロス」が発生していますか。
（「何かしら発生している」を選択した場合、表示される項目で該当するも
のに○をつけてください。○はいくつでも可）
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1.全く発生していない

2.何かしら発生している

3.未回答

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 R3年度



 例年、最も回答が多いのは「手つかず食品」であることが分かる。賞味期限と消費期限の
正しい理解を促すとともに、食材の上手な保存方法、フードドライブの普及啓発、利用しやすい体
制の整備等が必要であると考えられる。

（Q11.の続き）発生している食品ロスは何か

48.5%

61.5%

29.6%

4.1%

0.6%

47.1%

67.2%

25.9%

3.4%

1.7%

44.9%

62.4%

26.1%

3.6%

2.3%

52.3%

58.7%

35.2%

4.6%

1.5%

48.3%

68.5%

36.3%

4.3%

1.1%
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1.食べ残し

2.手つかず食品（賞味期限切れ等）

3.過剰除去（野菜の外葉や皮などで
まだ食べられる部分等）

4.その他

5.未回答

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 R3年度



Q12.「食べ残し」を選択された方にお聞きします。あなたの家庭で「食べ残
し」が発生する理由はなんですか。○はいくつでも）

 他の質問に比べて数値の変動は大きいものの、例年似たような回答傾向にあることが分かった。
食材が⻑持ちする保存方法や、使い切りレシピ、好き嫌いのある人でも食べやすいレシピの情報等
を普及啓発していく必要があると考えられる。
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1.（足りなくならないように）多めに作るため

2.食べる人の適量を意識せず料理し、
結果的に残ってしまうため

3.好き嫌いをして残すため

4.お徳用や大容量パックの食材を購入することが多くな
り、料理の量も多くなってしまうため

5.食べる予定の人が、食事ができなくなって
しまったため

6.料理の余りを冷凍保存するなどしていないため

7.その他

8.未回答

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 R3年度



 好みに合わない食材や、食べきれない量の食材については、フードドライブ等を実践することで
ロスを減らすことが可能である。そのために、市⺠がフードドライブを利用しやすい体制の整備
や、実施していることを知ってもらうための広報を継続する必要があると考えられる。また、上手
に買い物をするためのコツや冷蔵庫の管理術などを啓発するのも有効であると考える。

Q13.「手つかず食品（賞味期限切れ等）」を選択された方にお聞きします。
あなたの家庭で「手つかず食品」が発生する理由は何ですか。（○はいくつ
でも）
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1.購入したものの、食べるのを忘れてしまい、
古くなってしまったため

2.家に在庫があるのに、誤って不必要なもの、
又は量を買ってしまったため

3.購入した物の一部を食べたが口に合わず、
残りを捨てたため

4.お徳用等の大容量パック食材を購入する
ことが多く、食べきれないため

5.好みに合わない頂き物食材（お歳暮、
お中元等を含む）があるため

6.いろいろな種類の食品が欲しくなり、
食べきれる以上に購入してしまったため

7.消費期限間近の見切り品を買ったものの、
食べきれなかったため

8.その他

9.未回答

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 R3年度



Q14.あなたのご家庭では「食品ロスの削減」に取り組んでいますか。

 「取り組んでいる」と回答した人の割合は昨年度が最も高く、今年度はR6年度より3.3％減少して
いた。「食品ロス削減のために何をすればよいのか分からない」という意見も散見されるため、食
品ロス削減のために私たちができることは何か、普及啓発していく必要がある。
※具体的に何ができるのかについては次の質問参照。
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1.取り組んでいる

2.取り組んでいない

3.未回答

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 R3年度



Q15.「取り組んでいる」とお答えの方に伺います。どのような取組を行って
いますか。（あてはまるもの全て）

 例年、おおむね同じ回答傾向にあることが分かった。繰り返しにはなるが、保存方法や調理方法
の工夫、賞味期限・消費期限に対する正しい理解があれば、食品ロス削減の取り組みを始めること
ができる人がさらに増えると考えられる。

67.8%

65.6%

36.1%

42.8%

61.1%

64.4%

25.0%

2.2%

0.0%

70.4%

59.8%

30.7%

44.4%

63.5%

60.8%

24.9%

2.6%

0.0%

65.6%

63.2%

32.3%

49.5%

64.9%

62.5%

33.0%

2.1%

0.0%

60.6%

63.6%

34.7%

45.5%

61.6%

66.3%

29.3%

2.4%

0.3%

62.3%

60.3%

35.2%

48.4%

60.8%

61.8%

31.6%

2.5%

0.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

1.食材を買い過ぎない

2.冷凍保存を活用する

3.料理を作りすぎない

4.冷蔵庫や食品庫の食材の在庫を
こまめに確認する

5.残さず食べる

6.賞味期限切れでもすぐに捨てずに、
自分で判断する

7.残った料理を別の料理に作り替える
（リメイクする）

8.その他

9.未回答

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 R3年度



Q16.あなたは、外食や宴会で「食品ロスの削減」に取り組んでいますか。

 今年度の結果を見ると、「食品ロス削減のために取り組んでいる人全体」の割合はR6年度より
3.3％減少している（Q.14）一方で、「外食や宴会時に食品ロス削減に取り組んでいる人」の割合
はR6年度より3.4％増加している。外食時の食べきりなどのチラシを各所に掲示したことや、広報
誌への掲載を可能な限り繰り返したことが要因であると考えられる。しかしながら、最も数値の高
いR5年度（82.0％）と比較すると減少しているため、まずはR5年度以上の結果を目指し広報を継
続する必要がある。
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1.取り組んでいる

2.取り組んでいない

3.未回答

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 R3年度



Q17.「取り組んでいる」とお答えの方に伺います。どのような取組を行って
いますか。（あてはまるもの全て）

 例年、80％近くの回答者が外食・宴会での食品ロス削減のために、「食べきれる分量を注文す
る」ようにしていることが分かる。どの選択肢もおおむね例年と同じ回答傾向にあるが、より多く
の人に外食・宴会時の食べきりを意識してもらえるよう、広報を強化・継続していく必要がある。
 持ち帰り可能なお店が増えて欲しいという回答者からの意見も散見される。食品衛生管理などの
店側の負担の問題等もあるが、良い方法がないか検討する必要がある。
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39.1%

27.8%

46.7%

45.6%

0.6%
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41.7%

30.7%

47.2%

47.2%
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57.9%

40.7%
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46.3%
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

1.食べきれる分量を注文している

2.宴会開始時には、まず料理を
食べるようにしている

3.苦手な料理や量が多いときは
食べられる人に食べてもらっている

4.宴会終了直前、終了後に残った料理を食べきるよう
にしている

5.お店に了解をもらって
残った料理を持ち帰っている

6.未回答

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 R3年度



Q18.飲食店の「食品ロス」を減らすため、お店はどうするのが効果的だと思
いますか。

回答結果を見ると、「小盛メニューの導入」や「持ち帰り」ができるようにすることが特に効果的
であると考える人が多いことが分かる。

61.4%

70.0%

14.5%

10.9%

4.5%

0.9%

54.5%

68.5%

22.5%

16.2%
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0.5%

53.3%

70.3%
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13.7%

2.2%

0.5%

56.0%

70.2%

21.8%

14.0%
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0.5%

58.1%

66.7%

22.0%

17.3%

2.3%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

1.小盛メニューなど量を選べるようにする

2.食べ残しを持ち帰りができるようにする

3.食べきったお客にポイントなどの
特典を与える

4.店員から食べきりの声かけをする

5.その他

6.未回答

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 R3年度



 例年、大多数の回答者が「知らない」と回答していることが分かる。専用のHP等を作成してよ
り多くの人に知ってもらう必要がある。
※「九州食べきり協力店」について
 九州食べきり協力店制度に基づき登録された、九州７県で食品ロス削減やリサイクルに取り組ん
でいる飲食店、宿泊施設、食品販売店等のことを言います。各県がその店舗の利用を推奨すること
により、県⺠への啓発と意識の高揚を図るとともに、食品ロス削減を促進することを目的としてい
ます。環境意識の高い店舗を探す際の目安のひとつにもなります。

（参考）熊本県ホームページ（https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/53/50758.html）

Q19.九州食べきり協力店を知っていますか。

5.0%

93.6%

1.4%

4.1%

94.6%

1.4%

8.2%

91.5%

0.3%

6.5%

93.5%

0.0%

7.1%

92.1%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1.知っている

2.知らない

3.未回答

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 R3年度



取り組んでいる人の割合は今年度が最も高いことが分かる。
アンケートを開始したR3年度（55.8％）と比較すると9.2％増加している。

Q20.スーパーマーケットやコンビニなどの「食品ロス（売れ残り等）」を減
らすために、あなたが取り組んでいることや意識していること何ですか。
（「取り組んでいる・意識している」を選択した場合、表示される項目で該
当するものに○をつけてください。○はいくつでも可）

34.1%

65.0%

0.9%

37.4%

62.2%

0.5%

37.6%

61.3%

1.1%

35.0%

64.5%

0.5%

43.6%

55.8%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

1.特に何もしていない

2.取り組んでいる
・意識している

3.未回答

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 R3年度



 「賞味期限・消費期限」や、「手前取り」、「食べきれる量」を意識して買いものをする人の割
合について、R6年度と比較するとそれぞれ14.5％、17.3％（選択肢4と6の合計）、8.7％増加して
いることが分かる。
 一方で、賞味期限・消費期限を「理解」して購入する人の割合はR6年度から3.4％減少してお
り、これは過去の結果と比較しても最も低い数値となっている。引き続き広報・啓発を続け正しい
理解を促していく必要がある。

（Q20.の続き）具体的に取り組んでいること

73.4%

79.7%

25.2%

31.5%

41.3%

34.3%

58.7%

0.0%

0.0%

76.8%

65.2%

25.4%

24.6%

32.6%

23.9%

48.6%

0.7%

2.2%

74.4%

74.0%

19.7%

28.3%

38.6%

30.5%

49.3%

0.9%

0.0%

73.9%

71.5%

20.9%

27.7%

31.3%

28.9%

45.0%

0.8%

0.4%

75.1%

70.0%

19.2%

27.6%

35.7%

33.3%

40.1%

0.7%

0.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

1.賞味期限・消費期限を理解して
購入している

2.すぐに食べる食品は割引されている賞味期限・消費
期限が近い商品から購入している

3.値段に差がなくても形がいびつ、見栄え
が悪いなどの商品でも購入している

4.値段に差がなくても商品棚の
手前の商品から買う

5.小分け商品、少量パック商品、バラ売り等
食べ切れる量を購入する

6.商品棚の手前に並ぶ期限の近い商品を
購入する

7.期限間近による値引き商品・ポイント還元
の商品を率先して選ぶ

8.その他

9.未回答

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 R3年度



Q21.食品を必要とする家庭や団体等に、家庭で余った食品を提供する活動が
話題になっています。あなたが知っているものを教えてください。（あては
まるものすべて）

 「フードドライブ」について、市としても例年10⽉、1⽉に市⺠向けにフードドライブを実施して
いるところであり、出前講座等でも食品ロス削減の取組の1つとして必ず紹介を行っているところ
であるが、「知っている」と回答したのは51.8％であり、残りの約半数の市⺠には広報が行き届い
ていないのが現状であることが分かる。最も回答者の割合が多いR5年度と比較すると、12.2％も
減少している。これまでの広報をただ繰り返すのではなく、手段や媒体を増やすなどの工夫を行っ
ていく必要がある。

58.2%

51.8%

2.7%

17.3%

0.9%

0.0%

58.6%

53.6%

2.7%

16.7%

0.9%

0.5%

57.1%

64.0%

6.9%

11.3%

0.0%

0.5%

59.6%

61.7%

3.6%

11.7%

0.0%

0.5%

55.6%

44.2%

3.8%

23.9%

0.6%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

1.フードバンク

2.フードドライブ

3.フードパントリー

4.どれも知らない

5.その他

6.未回答

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 R3年度



Q22.「食品ロス削減」のためのアプリやWEBサービス（フードシェアリング
含む）等を使っていますか。

 回答者の多くはアプリ等を使っていないことが分かった。
少数ではあるが、アプリを使っている人の意見を集め、今後の施策の参考にすることも有効ではな
いかと考える。

2.7%

96.4%

0.9%

5.4%

94.6%

0.0%

1.4%

98.4%

0.3%

2.1%

97.4%

0.5%

3.8%

95.7%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

1.使っている

2.使っていない

3.未回答

R7年度 R6年度 R5年度 R4年度 R3年度


